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名称 小町谷家住宅 

種別 建造物 

指定 長野県宝（令和 5. 3. 16） 

所在地 赤穂 7951番地 1 

所有者 小町谷 章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明 

近世、上穂村にあった旗本近藤氏領の代官を務めた小町谷家の居宅であり、中

世以来の系譜を持つ家柄で、地域の歴史を雄弁に示す文化財群である。天竜川の

右岸、南北に沿った断層の上段に位置し、屋号は小高いところを意味する「羽場」と

呼ばれた。 

屋敷構えは中世の館の名残を見せる。表門、土蔵、塀、土塁、北門に囲まれた主

屋を含む一画と、北門の外側で、土塁の延長上と上穂沢川と活断層でできた斜面

に囲まれた主屋を含まない一画に大きく分かれ、建造物は良好に保存されている。

敷地全体は広大で、西側と北側に育成した樹木群により遠くからこの屋敷が森に見

える。主屋中心に数々の付属建物が配され、外部空間は庭や作業空間に供されて

いる。北門より外の土地に墓所と供養塔群がある。石造物は秀逸で、小町谷家の

歴史が刻まれる。 

主屋は切妻造妻入で、正面には規模雄大な入母屋造の式台玄関を設け、格式

の高さを表す豪壮な本棟造である。地域特有の民家の一部を利用し、発展的に変

容して本棟造の形態に到達したことが判明している。県内の民家形式の系譜や変

遷を知るうえで貴重な建築遺構である。 

 

【本指定（10）】 

〇主屋 〇東門 〇中門 〇北門 〇経蔵 〇文庫蔵 〇味噌蔵・南の蔵 〇洋館 

〇西の蔵 〇雑穀蔵・穀蔵 

 

【附指定（6）】 

〇外便所 〇東倉屋 〇西倉屋 〇にわとり小屋（元水力発電小屋） 〇みるく小屋 

〇井戸屋 

 

【工作物（10）】 

〇東石垣（東門北側） 〇東石垣（東門南側、味噌蔵・南の蔵東側）  

〇北石垣（北門西側、北門東側） 〇土塁 〇東西水路石組 〇北門南側石組  

〇西の蔵、雑穀蔵・穀蔵背後石垣 〇墓所 〇供養塔群（4基） 〇室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小町谷家主屋 

 

  

 

小町谷家住宅配置図 

 

 

 

 

 

 

       


